
石
川
啄
木
の
作
家
的
出
発
は
明
治
三
十
九
年
七
月
で
あ
っ
た
。
こ
の
月
、

啄
木
は
「
十
夜
以
上
」
も
徹
夜
を
し
て
「
雲
は
天
才
で
あ
る
」
と
「
面
影
」

の
二
篇
を
書
い
た
。
「
面
影
」
は
「
雲
は
天
才
で
あ
る
」
の
執
筆
途
中
か
ら

書
き
始
め
て
百
四
十
枚
ば
か
り
で
脱
稿
し
た
。
「
雲
は
天
才
で
あ
る
」
の
方

は
脱
稿
で
き
ず
、
こ
の
年
の
十
一
月
に
も
若
干
の
改
稿
を
し
た
が
つ
い
に
完

結
せ
ず
未
発
表
作
品
に
な
っ
た
。
（
１
）

「
石
川
啄
木
論
の
ひ
と
つ
の
基
礎
」
と
し
て
彼
の
小
説
評
価
の
重
要
性
を

指
摘
し
た
の
は
窪
川
鶴
次
郎
で
あ
る
が
、
氏
は
啄
木
が
こ
の
時
期
に
作
家
的

出
発
を
志
し
た
文
学
的
欲
求
の
よ
っ
て
来
た
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
、
当
時
彼

は
「
詩
人
と
し
て
の
才
能
を
お
お
い
に
み
と
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
、

啄
木
の
性
格
が
非
常
に
自
負
の
念
に
強
か
っ
た
と
い
う
こ
と
、
詩
集
『
あ
こ

が
れ
」
の
刊
行
直
後
に
結
婚
し
て
一
家
五
人
の
経
済
的
な
責
任
を
負
わ
ね
ば

（
２
）

な
ら
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
」
と
い
っ
た
三
つ
の
事
情
を
挙
げ
て
い
る
。

’ 「
雲
は
天
才
で
あ
る
」
論

唖

I

合

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｑ
Ｑ

窪
川
の
挙
げ
た
三
点
の
う
ち
「
経
済
的
な
責
任
」
を
除
い
て
こ
の
時
期
に
作

家
的
出
発
を
す
る
直
接
的
な
理
由
に
は
な
り
え
な
い
。
こ
の
間
の
理
由
を
以

下
考
え
て
み
た
い
。

啄
木
は
六
月
十
日
か
ら
十
日
間
、
学
校
の
農
繁
休
暇
を
利
用
し
て
父
の
宝

徳
寺
再
住
運
動
の
た
め
に
上
京
し
、
新
詩
社
へ
立
ち
寄
り
、
そ
こ
で
藤
村
、

漱
石
ら
の
近
刊
小
説
を
読
ん
で
帰
郷
し
た
。
啄
木
は
藤
村
が
詩
か
ら
小
説
へ

の
転
進
を
『
破
戒
」
に
お
い
て
成
し
遂
げ
た
様
子
を
目
の
あ
た
り
に
見
て
、

「
自
分
だ
っ
て
小
説
は
書
け
る
」
と
い
う
自
負
心
が
激
し
く
燃
え
あ
が
っ
た
。

予
は
幾
夜
か
筆
を
噛
ん
で
瞑
想
せ
り
。
か
く
て
遂
に
或
る
必
至
の
要
求

に
応
ぜ
ん
が
た
め
に
本
月
三
日
の
夕
よ
り
「
小
説
」
の
筆
を
起
せ
り
。

蓋
し
詩
人
の
一
切
の
武
器
の
う
ち
、
小
説
ほ
ど
白
兵
戦
の
突
撃
に
有
効

（
３
）

な
る
武
器
は
な
け
れ
ば
な
り
。

こ
こ
で
言
う
「
或
る
必
至
の
要
求
」
と
は
何
か
。

帰
郷
後
の
日
記
に
漱
石
、
藤
村
を
批
評
し
た
の
ち
「
こ
れ
か
ら
自
分
も
愈

盈
小
説
を
書
く
の
だ
」
と
言
い
、
そ
の
場
合
も
自
分
は
「
周
囲
か
ら
刺
激
を

う
け
て
進
む
手
合
と
は
少
を
格
が
違
ふ
」
と
断
わ
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
。
啄
、

上
田

●

博津
す
ぎ



’ 木
上
京
の
文
学
的
成
果
は
漱
石
や
藤
村
に
よ
っ
て
作
家
的
出
発
の
決
心
を
与

え
ら
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

雑
誌
「
小
天
地
」
発
刊
の
ス
ポ
ン
サ
ー
で
あ
っ
た
大
信
田
落
花
と
の
間
の

金
銭
問
題
が
村
内
の
反
石
川
派
の
何
者
か
に
よ
っ
て
〃
告
訴
事
件
″
と
し
て

プ
レ
ー
ム
ア
ッ
プ
さ
れ
た
の
は
八
月
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
り
、
啄
木
は
落
花

に
〃
告
訴
″
取
り
下
げ
を
哀
願
す
る
手
紙
を
書
い
て
い
る
。
こ
の
手
紙
で
、

自
分
が
小
説
を
書
き
始
め
た
の
は
「
そ
れ
に
よ
り
得
べ
き
原
稿
料
を
以
て
、

兄
に
対
す
る
昨
年
来
の
不
義
理
を
彼
は
む
と
す
る
」
た
め
で
あ
っ
た
と
弁
解

し
て
い
る
が
、
小
説
執
筆
を
開
始
し
た
七
月
初
旬
に
は
借
金
返
済
は
ほ
と
ん

ど
彼
の
念
頭
に
は
な
い
。
事
実
、
〃
告
訴
″
事
件
直
前
の
日
記
に
「
都
合
よ

く
「
面
影
」
の
稿
料
が
来
れ
ば
、
北
方
の
海
岸
へ
行
っ
て
大
に
海
の
空
気
を

吸
ひ
、
そ
し
て
大
い
に
吾
か
う
と
思
ふ
」
な
ど
と
呑
気
な
こ
と
を
考
え
て
い

る
の
で
あ
る
。
現
実
に
さ
し
迫
っ
た
一
家
の
「
経
済
的
な
責
任
」
を
負
う
こ

と
な
ど
彼
の
念
頭
に
は
な
い
。

七
月
二
十
日
頃
に
書
か
れ
た
「
八
十
日
間
の
記
」
と
題
す
る
日
記
に
、

予
は
六
月
の
初
め
十
日
を
異
様
な
る
精
神
興
奮
の
状
態
に
過
し
た
。
社

マ
マ

‘
会
と
習
慣
と
規
則
と
に
対
す
る
一
切
の
不
平
は
危
う
く
爆
発
し
や
う
と

し
た
。
爆
発
せ
ん
と
し
て
未
だ
発
し
え
ざ
る
生
命
の
煙
は
ム
ラ
ム
ラ
と

胸
の
中
に
渦
巻
い
て
居
た
。
予
は
此
時
、
三
月
以
後
、
予
自
身
を
中
心

と
し
た
る
こ
の
村
の
種
々
の
騒
擾
を
採
っ
て
、
他
日
の
大
小
説
を
物
し

マ
マや
う
と
思
ふ
た
。
こ
れ
は
遠
か
ら
ず
必
ず
出
来
る
筈
で
あ
る
。

「
三
月
以
後
」
の
「
村
の
種
食
の
騒
擾
」
と
は
、
啄
木
一
家
の
渋
民
村
再

人
村
以
来
の
宝
徳
寺
再
住
問
題
、
啄
木
の
渋
民
小
学
校
赴
任
を
め
ぐ
る
「
騒

「
雲
は
天
才
で
あ
る
」
論

２

0

榎
」
を
さ
し
て
い
る
。
村
内
は
一
禎
再
住
を
支
援
す
る
親
石
川
派
、
こ
れ
を

阻
止
し
よ
う
と
す
る
反
石
川
派
に
二
分
し
、
抗
争
は
学
校
を
も
捲
き
込
ん
で

そ
の
様
相
は
啄
木
に
言
わ
せ
る
と
「
十
九
世
紀
の
初
の
仏
国
王
党
と
革
命
党

と
の
戦
争
」
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
。

「
六
月
初
め
十
日
」
問
の
「
異
様
な
る
精
神
興
蘓
の
状
態
」
と
は
石
川
陣

営
の
有
力
な
シ
ン
パ
の
一
人
で
あ
っ
た
村
役
場
の
畠
山
助
役
が
「
群
犬
の
好

悪
」
に
よ
っ
て
突
然
辞
職
に
追
い
込
ま
れ
、
・
村
内
に
お
け
る
一
禎
再
住
運
動

に
一
大
打
峨
を
加
え
ら
れ
た
こ
と
を
さ
す
。
「
小
説
を
書
か
ね
ば
な
ら
ぬ
」

と
い
う
気
持
は
す
で
に
早
く
、
渋
民
再
入
村
の
二
日
後
（
三
月
六
日
）
の
日
記

に
し
る
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
気
持
は
村
の
騒
擾
の
高
ま
り
と
と

Ｏ
Ｑ
Ｏ
Ｏ
Ｑ

も
に
発
酵
し
、
六
月
の
上
京
以
前
に
ピ
ー
ク
に
達
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

夏
目
漱
石
は
森
田
草
平
に
「
小
説
と
か
何
と
か
云
ふ
も
の
は
必
ず
一
足
飛

（
４
）

び
に
大
作
は
出
来
る
と
は
限
」
ら
な
い
と
言
い
、
地
味
な
勉
強
に
励
む
よ
う

教
示
し
て
い
る
が
、
啄
木
は
三
月
以
後
に
つ
い
て
み
て
も
一
篇
の
習
作
も
試

み
て
い
な
い
。
村
の
騒
擾
を
題
材
に
し
た
「
大
小
説
」
が
「
遠
か
ら
ず
出
来

る
筈
」
で
あ
る
と
自
負
す
る
が
、
こ
の
こ
と
ば
に
は
何
の
現
実
性
も
な
い
。

「
革
命
の
健
児
で
は
な
い
」
と
啄
木
に
一
蹴
さ
れ
た
藤
村
は
『
破
戒
一
の
稿

を
起
こ
す
に
あ
た
っ
て
「
人
生
は
大
な
る
戦
場
で
あ
る
。
作
者
は
則
ち
そ
の

従
軍
記
者
で
あ
る
。
」
と
記
し
、
「
生
死
を
賭
す
る
戦
場
に
ゐ
る
覚
悟
で
、
執

（
５
）
↑

筆
に
か
入
っ
た
の
で
あ
る
。
」
と
並
灸
な
ら
ぬ
決
意
を
示
し
て
い
る
。

そ
う
し
て
藤
村
は
詩
か
ら
小
説
へ
の
転
身
の
た
め
に
三
年
間
の
習
作
期
間

を
自
ら
に
課
し
た
。

自
分
の
第
四
詩
集
を
出
し
た
頃
、
わ
た
し
は
も
っ
と
事
物
を
正
し
く
見

茎

な
』



口 る
こ
と
を
学
ぼ
う
と
思
ひ
立
っ
た
。
こ
の
心
か
ら
の
要
求
は
か
な
り
は

げ
し
か
っ
た
の
で
、
そ
の
た
め
に
わ
た
し
は
三
年
近
く
も
黙
し
て
暮
す

や
う
に
な
り
、
い
つ
始
め
る
と
も
な
く
こ
ん
な
ス
ケ
ッ
チ
を
始
め
、
こ

（
６
）

れ
を
書
き
つ
け
る
こ
と
を
自
分
の
日
課
の
や
う
に
し
た
。

『
千
曲
川
の
ス
ケ
ッ
チ
」
で
磨
か
れ
た
「
事
物
を
正
し
く
見
る
」
目
が

「
破
戒
」
の
リ
ァ
リ
テ
ィ
を
支
え
て
い
る
。
漱
石
は
「
破
戒
」
を
「
明
治
の

（
７
）

小
説
と
し
て
後
世
に
伝
ふ
筆
へ
き
名
篇
」
と
讃
辞
を
贈
っ
て
い
る
が
、
彼
自
身

も
「
文
学
を
以
て
生
命
と
す
る
も
の
な
ら
ば
」
「
神
経
衰
弱
で
も
気
違
で
も

（
８
）

入
牢
で
も
何
で
も
す
る
了
見
で
な
く
て
は
文
学
者
に
な
れ
ま
い
と
思
ふ
」
と

言
い
、
専
門
作
家
へ
旅
立
つ
ひ
そ
か
な
決
意
を
示
し
て
い
る
。

啄
木
が
自
分
の
小
説
を
一
‐
帝
国
文
学
』
や
「
早
稲
田
文
学
」
と
い
っ
た
一

流
文
学
雑
誌
に
発
表
し
、
大
阪
毎
日
に
も
応
募
し
て
「
一
つ
世
の
中
を
驚
か

し
て
や
ら
う
」
と
真
面
目
に
考
え
る
と
き
、
彼
の
胸
中
で
は
自
分
の
詩
壇
上

の
成
功
が
そ
の
ま
ま
作
家
的
成
功
へ
と
何
の
疑
念
も
な
く
直
接
的
に
信
じ
ら

れ
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
文
壇
へ
の
売
り
込
み
第
一
作
『
面
影
』
が
、
「
今

の
世
で
筆
で
立
つ
と
い
ふ
事
は
到
底
至
難
」
で
あ
る
と
い
う
後
藤
宙
外
か
ら

の
老
婆
心
か
ら
の
手
紙
が
原
稿
と
と
も
に
返
送
さ
れ
て
き
て
も
、

こ
れ
篇
中
に
大
に
今
の
小
説
家
を
冷
罵
し
た
る
条
あ
る
が
故
に
、
お
得

ｃ
ｃ

意
の
寄
稿
家
の
怒
り
を
買
は
む
こ
と
を
恐
れ
て
、
雑
誌
社
は
面
影
の
掲

（
９
）

載
を
肯
ん
ぜ
ざ
り
し
に
候
。

と
言
ひ
放
っ
て
省
み
る
こ
と
は
な
い
。
宙
外
ら
の
啄
木
の
小
説
評
価
が
「
今

の
小
説
家
を
冷
罵
」
し
た
作
品
内
容
に
反
擬
を
受
け
た
の
だ
と
い
う
よ
う
に

も
っ
ぱ
ら
作
品
の
受
け
取
り
手
の
個
人
的
、
私
意
的
判
断
の
結
果
で
あ
る
と

Q

.｡

考
え
、
文
壇
的
潮
流
、
社
会
的
要
求
の
視
点
か
ら
の
自
己
点
検
は
つ
い
に
行

な
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
猪
野
謙
二
氏
は
啄
木
の
作
家
的
出
発
を
「
初
期
自

（
、
）

然
主
義
と
の
出
合
い
が
も
つ
積
極
的
な
意
味
」
づ
け
の
下
に
見
る
こ
と
を
指

摘
さ
れ
て
い
る
が
、
啄
木
が
小
説
を
書
き
は
じ
め
た
内
的
動
機
ｌ
「
或
る

必
至
の
要
求
」
が
初
期
自
然
主
義
文
学
精
神
と
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
り
合
っ

て
い
た
か
を
「
雲
は
天
才
で
あ
る
」
の
作
品
構
造
の
な
か
に
探
っ
て
み
た
い
。

「
雲
は
天
才
で
あ
る
」
は
啄
木
が
自
ら
「
日
本
一
の
代
用
教
員
」
を
も
っ

て
任
じ
た
渋
民
尋
常
小
学
校
に
お
け
る
教
員
生
活
（
明
治
三
十
九
年
四
月
十
一

日
Ｉ
同
四
十
年
四
月
二
十
二
日
）
に
題
材
を
と
っ
た
作
品
の
一
つ
で
あ
る
。

あ
ら

主
人
公
新
田
耕
助
は
Ｓ
ｌ
村
尋
常
高
等
小
学
校
に
着
任
し
て
三
ケ
月
、
二

十
一
歳
の
青
年
教
師
で
月
給
は
八
円
。
尋
常
科
二
年
の
担
任
で
あ
る
。
四
月

四
日
に
平
野
郡
視
学
の
尽
力
で
清
任
で
き
た
い
き
さ
つ
が
あ
る
。
彼
は
別
名

白
牛
、
詩
人
で
あ
り
小
説
も
手
が
け
る
文
学
青
年
。
自
分
の
希
望
で
高
等
科

の
生
徒
に
「
課
外
授
業
」
と
称
し
て
初
等
の
外
国
歴
史
と
英
語
を
教
授
す
る
。

彼
は
十
三
歳
か
ら
十
六
歳
の
「
青
春
の
火
蓋
」
に
「
一
切
の
精
神
」
を
投
げ

込
む
こ
と
に
生
き
が
い
を
感
じ
て
い
る
。
文
部
省
の
定
め
た
「
細
目
と
い
ふ

矢
釜
敷
お
爺
さ
ん
」
な
ど
は
庇
と
も
思
っ
て
は
い
な
い
。
新
田
の
唯
一
の
理

解
者
は
二
十
四
歳
の
女
教
師
山
本
孝
子
で
、
独
身
の
熱
心
な
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・

讃
美
歌
が
上
手
で
思
想
健
全
。
尋
常
科
一
年
の
受
持
で
あ
る
。
こ
の
二
人
に

対
立
す
る
俗
物
が
校
長
と
首
席
訓
導
。
田
島
校
長
は
鼻
下
に
「
亡
国
の
髭
」

二

、

四

パ
ヵ
ー



で
あ
る
八
字
髭
を
蓄
え
、
「
平
凡
と
醜
悪
と
を
教
育
者
と
い
ふ
型
に
入
れ
て

鋳
出
し
た
」
よ
う
な
人
相
。
「
正
真
の
教
育
者
」
は
「
完
全
無
欠
な
規
定
の

細
目
」
に
あ
る
と
信
ず
る
愚
物
。
村
内
最
高
の
十
八
円
の
月
給
を
取
り
、
学

校
の
宿
直
室
に
一
家
四
人
が
住
居
す
る
。
校
長
の
細
君
は
夫
君
を
尻
に
敷
く

女
傑
。
（
彼
女
は
「
マ
ダ
ム
馬
鈴
薯
」
「
化
生
の
者
」
「
垢
臭
い
女
神
」
「
頭

痛
の
化
生
」
な
ど
い
る
ノ
ー
な
悪
罵
で
形
容
さ
れ
る
。
）

校
長
の
太
鼓
持
は
古
山
首
席
訓
導
。
土
着
の
教
員
で
、
十
年
余
も
勤
務
し

て
、
こ
こ
五
年
間
は
十
三
円
で
辛
抱
す
る
「
意
気
地
の
な
い
奴
」
。
得
意
技

は
夫
婦
喧
嘩
と
酒
と
昔
の
女
の
経
験
談
、
そ
れ
に
釣
道
楽
で
あ
る
。
こ
の
四

人
の
教
員
の
他
、
「
仏
様
」
と
津
名
さ
れ
る
忠
太
と
い
う
小
使
が
い
る
。

プ
ロ
ロ
ー
グ
は
こ
の
小
学
校
の
職
員
室
風
景
。
壁
の
掛
時
計
が
「
活
気
の

な
い
獺
う
げ
な
悲
鳴
」
を
あ
げ
る
。
こ
の
時
計
は
「
Ｋ
停
車
場
の
大
時
計
」

と
正
確
に
合
っ
た
た
め
し
が
な
い
。
学
校
教
師
の
単
調
、
凡
俗
な
生
活
の
象

徴
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
歴
史
の
流
れ
か
ら
も
世
き
去
り
に
さ
れ

て
い
る
生
活
圏
の
象
徴
で
も
あ
る
。
成
績
、
欠
席
の
調
査
、
書
類
作
り
な
ど

雑
務
に
余
念
の
な
い
職
員
室
の
風
景
は
「
地
獄
」
世
界
で
あ
り
、
こ
の
世
界

の
主
は
「
向
上
と
い
ふ
事
を
忘
却
し
た
精
神
の
象
徴
」
田
島
校
長
と
「
主
義

も
主
張
も
な
い
」
輔
間
者
古
山
ら
掛
時
計
的
人
物
で
あ
る
。
彼
ら
の
教
育
理

念
は
教
育
勅
語
的
な
「
完
全
な
る
教
育
」
で
あ
り
、
彼
ら
地
獄
世
界
の
獄
卒

に
鋭
く
対
立
す
る
の
は
「
ナ
ポ
レ
オ
ン
・
ボ
ナ
・
〈
ル
ト
」
「
日
本
一
の
代
用

教
員
」
を
自
負
す
る
新
田
耕
助
と
そ
の
一
派
で
あ
る
。
彼
ら
は
極
楽
世
界
の

住
人
で
あ
り
、
こ
の
世
界
こ
そ
「
生
命
反
乱
の
活
画
図
」
で
あ
る
。
ナ
ポ
レ

オ
ン
皇
帝
こ
と
新
田
の
放
つ
火
箭
に
炎
上
す
る
「
紅
血
の
油
を
盛
っ
た
青
春

「
雲
は
天
才
で
あ
る
」
論

里
哩

９

の
火
蓋
」
は
五
十
幾
人
の
ジ
ャ
コ
ビ
ン
党
党
員
こ
と
生
徒
た
ち
で
あ
り
、
こ

の
両
者
が
潭
然
一
体
と
な
っ
た
と
こ
ろ
に
「
生
命
反
乱
の
活
画
図
」
が
現
出

す
る
。校
長
の
課
外
教
授
〃
弾
圧
″
に
端
を
発
し
た
〃
革
命
的
奔
流
″
は
掛
時
計

的
Ｉ
教
育
勅
語
的
な
〃
反
革
命
派
″
田
島
Ｉ
古
山
一
派
を
酬
弄
し
、
つ
い
に

Ｏ
Ｏ
ｏ
Ｏ

理
論
的
に
地
獄
の
獄
卒
を
打
ち
負
か
し
、
〃
革
命
派
″
の
頭
上
に
「
美
し
い

光
栄
の
花
環
」
「
全
勝
の
花
環
」
を
も
た
ら
す
。

こ
う
し
た
ロ
マ
ン
的
反
抗
を
支
え
る
創
作
主
体
の
基
本
的
な
世
界
認
識
は

「
現
実
の
世
界
」
と
「
詩
の
世
界
」
と
い
う
単
純
な
敵
対
矛
盾
と
し
て
把
握

さ
れ
て
い
る
。
啄
木
に
と
っ
て
「
詩
人
」
と
は
「
普
通
の
人
間
」
で
は
な
く
、

「
詩
神
の
奴
隷
」
で
あ
り
、
美
の
神
の
使
徒
で
あ
る
。
新
田
Ｉ
啄
木
は
小
児

に
も
大
人
に
も
ナ
ポ
レ
オ
ン
や
ビ
ス
↓
、
ル
ク
に
つ
い
て
熱
弁
を
ふ
る
う
が
、

こ
の
歴
史
上
の
人
物
は
い
つ
し
か
新
田
Ｉ
啄
木
に
乗
り
移
り
、
彼
自
身
が

〃
反
乱
軍
″
の
将
軍
の
座
に
坐
る
。
さ
ら
に
「
詩
人
は
実
に
人
類
の
教
育

者
」
で
あ
る
と
、
負
す
る
と
き
、
学
校
の
人
的
構
成
部
分
は
一
人
残
ら
ず
彼

の
指
揮
下
に
入
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
指
揮
下
に
入
れ
ば
善
玉
、
さ
も
な

く
ぱ
悪
玉
の
レ
ッ
テ
ル
が
貼
り
つ
け
ら
れ
る
。

啄
木
は
こ
の
時
期
ワ
グ
ネ
ル
に
心
酔
す
る
。
彼
の
理
解
に
よ
る
と
「
人
生

の
真
諦
」
は
「
意
志
拡
張
と
自
己
発
展
に
あ
り
と
す
る
個
人
主
義
を
立
て

た
」
’
一
イ
チ
エ
と
「
意
志
消
滅
を
以
て
真
正
の
福
祉
に
至
る
唯
一
の
路
」
で

あ
る
と
説
く
シ
ョ
ウ
・
ヘ
ン
ハ
ウ
エ
ル
、
ト
ル
ス
ト
イ
ら
の
示
し
た
「
人
生
の

二
大
根
本
事
実
」
を
止
揚
し
た
ワ
グ
ネ
リ
ズ
ム
に
あ
る
と
す
る
。

ワ
グ
ネ
ル
は
「
意
志
と
い
ふ
言
葉
の
語
義
を
拡
張
し
て
、
愛
を
自
他
融
合

一
五

守

、
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の
意
志
」
と
み
る
い
わ
ゆ
る
「
積
極
的
な
愛
」
を
説
く
。

啄
木
の
理
解
し
た
ワ
グ
ネ
ル
の
「
意
志
拡
張
の
愛
」
は
人
間
諸
関
係
の
な

か
で
ど
の
よ
う
な
相
を
顕
現
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

新
田
耕
助
が
田
島
校
長
の
中
に
み
た
の
は
「
醜
悪
」
と
い
う
個
人
的
欠
点

で
あ
り
、
「
田
島
校
長
１
０
」
の
打
撃
的
な
数
式
も
「
一
毫
の
微
と
雌
ど
も

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
ｏ
Ｏ
Ｏ

自
分
の
気
に
合
ふ
点
が
な
か
っ
た
」
（
傍
点
ｌ
上
田
）
か
ら
で
あ
る
。
啄
木
が

渋
民
小
学
校
に
着
任
し
た
日
の
校
長
の
第
一
印
象
を
「
師
範
出
の
、
朝
鮮
風

な
八
字
韓
を
生
や
し
た
、
先
づ
ノ
ン
セ
ン
ス
な
人
相
の
標
本
」
と
書
き
、
最

初
か
ら
反
感
を
露
骨
に
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
作
品
の
生
原
稿
に
は
「
田
島
」

名
の
上
に
「
遠
藤
」
名
を
書
い
た
薄
紙
を
貼
っ
て
あ
り
、
「
マ
ダ
ム
田
島
」

は
「
マ
ダ
ム
遠
藤
」
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
お
り
、
文
献
学
で
言
う
見
消
に
な

（
ｕ
）

っ
て
い
る
と
岩
城
之
徳
氏
は
指
摘
し
て
い
る
。
新
田
の
田
島
校
長
へ
の
反
抗

は
明
ら
か
に
啄
木
自
身
の
遠
藤
校
長
へ
の
個
人
的
嫌
悪
を
ふ
ま
え
て
い
る
。

校
長
へ
の
憎
悪
の
深
さ
は
た
と
え
ば
彼
の
子
供
へ
も
報
復
さ
れ
る
。
「
マ
ダ

ム
馬
鈴
薯
」
の
胸
で
乳
房
を
放
さ
な
い
幼
児
は
「
強
慾
な
児
」
で
あ
り
、
こ

の
学
校
の
生
徒
で
あ
る
も
う
一
人
の
子
供
も
「
革
命
の
健
児
」
Ｉ
ジ
ャ
コ
ピ

ン
党
員
か
ら
「
時
な
ら
ぬ
拳
の
雨
」
を
降
ら
さ
れ
て
も
い
さ
さ
か
の
同
情
心

Ｏ

も
示
さ
な
い
。
学
校
の
小
使
の
「
忠
太
」
名
に
し
て
も
遠
藤
校
長
の
実
名
Ｉ

Ｃ忠
志
を
戯
画
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
校
長
の
常
間
者
古
山
に
し
て
も

「
当
年
二
十
一
歳
の
自
分
と
話
が
合
わ
な
い
」
こ
と
が
彼
へ
の
悪
感
情
の
底

流
に
あ
る
。
（
古
山
は
「
古
山
朴
の
木
」
と
形
容
さ
れ
て
い
る
が
、
「
林
中

日
記
」
に
よ
る
と
「
朴
の
木
」
的
人
間
と
は
「
頭
悩
に
血
の
足
ら
な
い
人
」

「
空
腹
の
時
と
、
春
画
を
見
る
時
と
、
酒
の
香
を
嗅
ぐ
時
と
、
新
聞
の
講
談

年

詐
《

を
読
む
時
の
外
は
、
一
切
物
に
感
ず
る
事
」
の
な
い
人
間
で
あ
る
と
い
う
。
）

こ
の
時
期
に
啄
木
は
小
説
を
「
社
会
変
革
の
有
力
な
手
段
」
と
し
て
捉
え
、

し
た
が
っ
て
「
雲
は
天
才
で
あ
る
」
は
「
教
育
批
判
ｌ
社
会
批
評
」
を
通
し

（
皿
）

て
「
社
会
革
命
」
を
指
向
し
て
い
る
と
い
う
見
方
が
あ
る
。
し
か
し
、
新
田

の
作
詞
・
作
曲
に
よ
る
校
友
歌
を
生
徒
た
ち
に
学
校
に
無
断
で
歌
わ
せ
た
と

し
て
文
部
省
の
「
規
定
の
細
目
」
を
か
ざ
し
て
攻
盤
す
る
校
長
Ｉ
古
山
一
派

ｏ
Ｏ
Ｑ
Ｏ
ｏ
Ｏ

に
対
し
て
理
論
的
に
論
破
し
、
「
全
勝
の
花
冠
」
が
新
田
派
の
頭
上
に
輝
く

こ
と
が
ど
う
し
て
「
社
会
革
命
」
の
展
望
を
拓
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

田
島
校
長
批
判
を
通
し
て
社
会
的
反
抗
が
組
織
さ
れ
、
強
権
的
国
家
に
迫
っ

て
い
く
こ
と
は
な
い
。
当
時
、
啄
木
は
小
説
を
「
武
器
」
に
閉
塞
さ
れ
た
個

人
的
状
況
に
「
白
兵
戦
」
を
排
ん
だ
の
で
あ
る
。

啄
木
に
お
け
る
「
革
命
」
は
個
人
的
反
逆
で
あ
り
こ
の
意
味
に
お
け
る

「
革
命
」
す
ら
幻
想
と
し
て
の
反
逆
で
し
か
な
か
っ
た
。
現
実
的
な
場
に
お

け
る
閉
塞
状
況
を
、
書
く
こ
と
に
よ
っ
て
打
開
し
よ
う
と
し
た
。
だ
か
ら
こ

そ
小
説
を
書
く
う
ち
に
精
神
は
幻
想
的
な
勝
利
に
「
異
様
な
興
奮
」
を
覚
え

た
の
で
あ
る
。

作
品
の
後
半
（
第
二
章
）
、
新
た
に
登
場
す
る
人
物
は
石
本
俊
吉
と
天
野
朱

雲
の
二
人
で
あ
る
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
ー
ジ
ャ
コ
ピ
ン
党
の
革
命
派
が
王
党
派
に

決
定
的
な
勝
利
を
収
め
た
職
員
室
に
、
新
田
を
た
ず
ね
て
石
本
俊
吉
が
登
場

す
る
。
石
本
は
六
月
末
に
袷
を
着
、
独
眼
で
肉
塊
の
一
断
片
の
如
き
乞
食
然

と
し
た
風
体
の
男
で
あ
る
。
素
姓
は
没
落
し
た
中
等
農
家
の
出
。
苦
学
生
で

八
戸
で
父
の
死
の
悲
報
を
知
り
、
故
郷
静
岡
へ
の
帰
路
、
彼
へ
の
援
助
を
依

頼
す
る
朱
雲
（
石
本
の
先
輩
）
の
手
紙
を
持
っ
て
新
田
を
訪
れ
た
と
い
う
次

け

二
／、

口
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。
後
半
は
石
本
を
通
し
て
語
ら
れ
る
朱
雲
に
焦
点
が
移
動
す
る
。
彼
は
も

と
こ
の
Ｓ
ｌ
村
に
生
ま
れ
、
Ｓ
ｌ
村
小
学
校
に
高
等
科
の
な
か
っ
た
単
級
時

代
に
卒
業
。
こ
の
「
人
生
の
戦
士
」
は
か
っ
て
監
獄
の
看
守
を
勤
め
た
の
ち

赴
任
し
た
学
校
で
「
鯰
髭
の
随
分
変
挺
な
高
麗
人
」
の
校
長
と
激
論
し
て
、

六
月
十
四
、
五
日
頃
に
突
然
免
職
に
な
っ
た
と
い
う
。
（
こ
の
校
長
の
イ
メ

ー
ジ
も
田
島
校
長
に
重
な
る
。
）
「
人
生
の
戦
士
」
朱
雲
の
人
生
観
は
「
人
生

は
ト
ン
ネ
ル
」
で
あ
り
、
「
処
煮
に
都
会
と
い
ふ
骸
骨
の
林
」
が
あ
る
だ
け

で
．
「
脚
の
下
に
は
ヒ
タ
ノ
、
と
永
劫
の
悲
痛
が
流
れ
て
居
る
」
と
い
う
。
ま

た
彼
は
「
人
生
は
長
い
暗
い
燧
道
」
で
あ
り
、
「
壮
烈
な
最
期
を
遂
げ
る
ま

で
、
戦
っ
て
」
戦
っ
て
戦
い
ぬ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
石
本
を
激
励
す
る
。

後
半
に
は
新
田
ら
は
後
景
に
退
き
、
石
本
の
モ
ノ
ロ
ー
グ
を
通
し
て
天
野
朱

雲
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
。
（
「
自
然
生
の
大
放
浪
者
」
「
人
間
の
一
断

片
」
の
石
本
や
、
「
監
獄
に
看
守
の
職
を
奉
じ
て
居
た
」
事
も
あ
り
、
「
人

生
の
横
町
許
り
防
裡
い
て
居
る
」
朱
雲
ら
の
イ
メ
ー
ジ
は
「
浮
浪
者
上
り
の

（
旧
）

幾
度
と
な
く
監
獄
の
門
を
く
ぐ
っ
た
肺
病
患
者
の
ゴ
ル
キ
イ
」
に
重
な
る
。
）

作
品
が
前
半
と
後
半
（
第
一
章
と
第
二
章
）
と
で
は
主
題
が
分
裂
し
て
い
る
と

す
る
見
方
が
あ
る
。
つ
ま
り
「
失
意
と
窮
乏
の
現
実
が
後
半
の
悲
痛
な
沈
潜

し
た
気
分
と
な
り
、
前
半
の
革
命
的
気
分
を
裏
切
る
」
と
い
い
、
そ
の
意
味

を
「
リ
ア
リ
ズ
ム
へ
の
一
歩
前
進
で
あ
り
、
空
想
か
ら
現
実
へ
の
一
歩
を
踏

（
魁
）

み
出
し
た
」
と
い
う
。

文
体
面
か
ら
見
る
と
前
半
は
校
長
一
派
と
新
田
一
派
の
対
決
を
軸
に
軽
快

な
テ
ン
ポ
が
生
む
切
れ
の
よ
い
リ
ズ
ム
が
貫
流
す
る
の
に
対
し
て
後
半
は
モ

ノ
ロ
ー
グ
が
全
体
を
覆
い
、
リ
ズ
ム
は
停
滞
す
る
。
主
題
が
分
裂
し
て
い
る

「
雲
は
天
才
で
あ
る
」
論

『
一

口

と
こ
ろ
か
ら
文
体
の
変
化
が
生
じ
た
の
で
は
な
い
。
小
説
構
成
が
破
綻
し
た

の
で
あ
る
。
構
成
上
の
分
裂
、
破
綻
は
新
田
一
派
の
全
面
的
な
勝
利
の
裡
に

内
包
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
小
説
の
プ
ロ
ッ
ト
の
内
在
的
な
推
進
力

で
あ
る
ド
ラ
マ
的
矛
盾
が
前
半
に
お
い
て
解
消
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

矛
盾
の
止
揚
が
な
さ
れ
た
の
で
は
な
い
。
〃
革
命
派
″
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

〃
王
党
派
″
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
砿
減
さ
せ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で

は
後
半
に
書
き
継
が
れ
た
モ
チ
ー
フ
は
何
で
あ
っ
た
か
。
そ
れ
は
「
美
し
い

光
栄
の
花
環
」
に
飾
ら
れ
た
新
田
耕
助
の
人
生
観
を
天
野
朱
雲
に
託
し
て
語

る
こ
と
で
あ
る
。
（
「
世
界
滅
尽
の
大
活
劇
」
を
演
じ
る
新
田
と
、
「
人
生
の

戦
士
」
朱
雲
は
「
彼
我
二
人
の
間
は
、
真
に
同
心
一
体
、
肝
胆
相
照
す
と
い

ふ
趣
き
の
交
情
」
の
関
係
で
あ
り
、
二
人
の
人
物
形
象
は
同
一
人
物
に
収
欽

さ
れ
る
ｃ
）

石
本
が
「
天
野
君
は
確
か
に
天
才
で
す
。
豪
い
人
で
す
。
」
と
言
う
と
き
、

そ
の
言
葉
は
そ
の
ま
ま
新
田
の
自
己
讃
美
に
転
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
以

上
の
よ
う
に
考
え
て
み
る
と
、
前
半
と
後
半
と
が
主
題
的
に
分
裂
し
て
い
る

の
で
は
な
く
、
構
成
上
の
破
綻
で
あ
る
。

結
局
の
と
こ
ろ
こ
の
作
品
は
現
実
の
渋
民
小
学
校
校
長
遠
藤
忠
志
（
作
中

の
田
島
）
を
中
心
と
す
る
校
内
反
石
川
派
（
と
厭
木
は
信
じ
て
い
た
）
と
村

内
の
同
派
に
よ
る
〃
政
治
的
包
囲
網
″
（
地
獄
世
界
）
に
対
時
し
て
「
極
楽

世
界
」
と
い
う
〃
自
由
の
共
和
国
″
を
学
校
と
い
う
〃
小
天
地
″
に
幻
想
的

に
構
築
し
た
と
こ
ろ
に
成
立
し
た
。
「
極
楽
世
界
」
が
「
地
獄
世
界
」
に
屹

立
し
、
純
粋
世
界
と
し
て
存
立
し
、
つ
い
に
は
対
立
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
一
方

が
他
方
を
消
滅
さ
せ
る
と
い
う
文
学
的
発
想
の
歴
史
的
意
味
を
以
下
で
考
え

一
七
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啄
木
が
小
説
に
筆
を
染
め
た
三
十
九
年
か
ら
四
十
三
年
の
五
年
間
の
数
的

推
移
を
見
る
と
、
三
十
九
年
（
二
）
、
四
十
一
年
（
十
Ｎ
四
十
二
年
（
六
）
、

四
十
三
年
（
三
）
と
な
っ
て
お
り
、
問
題
に
し
て
い
る
三
十
九
年
は
全
小
説
（
未

完
も
含
む
）
二
十
二
の
う
ち
わ
ず
か
に
二
作
品
に
す
ぎ
な
い
が
、
構
想
さ
れ

た
数
は
材
料
の
み
も
含
め
る
と
十
九
に
も
及
ぶ
。

一
方
、
歌
作
は
三
十
七
年
（
三
十
五
首
）
、
三
十
八
年
（
三
十
二
首
）
、
三
十
九

年
（
一
首
）
、
四
十
年
（
百
二
十
九
首
）
と
推
移
し
、
詩
作
は
三
十
七
年
（
六
十
三
編
）
、

三
十
八
年
（
四
十
一
編
）
、
三
十
九
年
（
十
二
編
）
、
四
十
年
（
十
二
編
）
と
い
う
よ

う
に
量
的
推
移
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
数
字
か
ら
判
断
す
る
と
三
十
九
年
の

啄
木
は
作
家
的
出
発
を
遂
げ
る
こ
と
で
自
己
と
世
界
の
杼
情
的
表
現
か
ら
構

造
的
表
現
へ
の
文
学
的
模
索
に
向
っ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し

表
現
の
転
換
を
迫
る
文
学
的
主
体
は
成
熟
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

岩
手
県
は
天
明
、
天
保
以
来
の
惨
状
と
言
わ
れ
た
三
十
五
年
の
大
凶
作
に

続
い
て
、
さ
ら
に
そ
れ
を
し
の
ぐ
大
凶
作
が
三
十
八
年
に
襲
わ
れ
た
。
こ
の

年
は
春
か
ら
森
雨
低
湿
の
不
順
天
気
で
、
九
月
に
入
っ
て
か
ら
は
暴
風
雨
の

追
い
打
ち
を
受
け
た
。
結
果
米
作
は
平
年
作
の
六
十
六
％
も
の
減
収
で
、
気

（
巧
）

仙
郡
の
ご
と
き
は
平
年
の
七
％
し
か
収
穫
で
き
な
い
有
様
で
あ
っ
た
。
岩
手

（
略
）

は
平
時
で
も
一
反
歩
当
り
の
米
の
収
穫
は
東
北
六
県
中
の
最
下
位
で
あ
り
、

啄
木
の
住
む
岩
手
郡
は
生
産
高
一
人
当
り
の
順
位
で
県
下
十
四
郡
で
八
番
目

て
み
た
い
。

三

｣■

r

と
い
う
低
さ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
生
活
水
準
の
低
さ
は
連
続
的
な
大
凶
作

の
前
に
は
ひ
と
た
ま
り
も
な
か
っ
た
。
啄
木
は
書
い
て
い
る
。

今
日
か
ら
綿
入
を
脱
い
だ
。
み
ち
の
く
の
三
月
、
雪
が
一
尺
も
あ
る
国

で
、
袷
に
糯
祥
で
平
気
な
の
は
、
自
分
と
凶
荒
に
苦
し
む
窮
民
の
み
で

あ
ら
う
。
そ
の
た
め
で
も
あ
る
ま
い
が
、
こ
の
夜
、
政
府
が
窮
民
に
売

（
Ⅳ
）

る
一
食
一
銭
六
厘
の
軍
用
パ
ン
を
小
児
ら
に
買
は
し
て
喰
っ
て
見
た
。

教
員
生
活
も
生
活
の
糧
と
す
る
に
は
安
定
し
た
経
済
生
活
を
保
障
し
な
か

っ
た
。
実
は
私
も
去
る
十
四
日
よ
り
愈
灸
当
村
小
学
校
に
奉
職
の
事
と
相
成
り
、

目
下
毎
日
出
勤
罷
在
候
が
、
去
る
廿
一
日
の
月
給
日
に
も
請
求
致
し
候

ひ
し
も
俸
給
金
村
役
場
よ
り
出
来
ず
、
（
中
略
）
こ
れ
は
昨
年
の
凶
作
の

影
響
に
て
村
税
未
納
者
多
く
、
村
費
皆
無
の
た
め
に
候
、
誠
に
困
り
入

（
旧
）

り
候
。

借
金
返
済
の
啄
木
流
の
弁
解
で
は
な
い
。
深
刻
な
飢
餓
的
な
生
活
現
実
が

横
た
わ
っ
て
い
た
。
雪
の
凶
作
地
に
入
っ
た
朝
日
新
聞
社
特
派
員
は
、
小
学

校
児
童
の
出
席
が
三
十
九
年
一
月
に
は
六
割
に
充
た
ず
、
登
校
す
る
生
徒
の

ほ
と
ん
ど
が
足
袋
を
は
か
ず
、
弁
当
を
持
た
ず
、
四
分
の
一
の
児
童
は
教
科

（
岨
）

書
や
筆
墨
を
持
た
な
い
と
報
道
し
て
い
る
。
救
援
の
声
が
国
内
外
に
広
が
り
、

東
京
市
内
の
各
小
学
校
で
は
筆
紙
墨
な
ど
を
現
地
へ
送
る
運
動
が
進
め
ら
れ
、

遠
く
米
国
、
韓
国
か
ら
も
救
援
の
手
が
さ
し
の
ぺ
ら
れ
た
。

「
雲
は
天
才
で
あ
る
」
は
凶
荒
の
渦
中
に
あ
っ
た
小
学
校
を
舞
台
に
し
た

作
品
で
あ
る
が
、
不
思
議
な
ほ
ど
こ
う
し
た
生
活
現
実
は
暗
い
影
を
落
し
て

い
な
い
。
た
と
え
ば
新
田
の
名
付
け
る
「
地
獄
世
界
」
ｌ
放
課
後
の
職
員

声

八
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け

室
で
教
員
の
「
成
績
の
調
査
、
欠
席
事
由
、
食
料
携
帯
の
状
況
、
学
用
品
の

供
給
の
模
様
」
な
ど
の
仕
事
は
彼
に
言
わ
せ
る
と
「
名
目
は
立
派
で
も
殆
ん

ど
無
意
義
な
仕
事
」
と
し
て
噸
笑
さ
れ
る
。
教
育
の
統
計
そ
れ
自
体
は
「
無

意
義
な
仕
事
」
で
は
な
い
。
統
計
を
「
無
意
義
」
化
す
る
政
治
の
機
能
こ
そ

問
題
で
あ
る
の
だ
し
、
さ
ら
に
は
「
無
意
義
」
な
統
計
の
示
す
「
八
四
・
七

九
」
％
の
出
席
歩
合
の
持
つ
意
味
も
着
目
し
な
く
て
は
な
る
ま
い
。
ナ
ポ
レ

オ
ン
・
ポ
ナ
・
ハ
ル
ト
こ
と
新
田
先
生
の
情
熱
の
受
け
皿
に
な
る
「
十
三
、
十

四
、
十
五
、
十
六
と
い
ふ
年
齢
の
五
十
幾
人
」
の
生
徒
た
ち
、
こ
こ
に
も
貧

窮
の
た
め
に
入
学
学
齢
を
オ
ー
バ
ー
し
た
彼
ら
の
生
活
の
姿
が
露
出
し
て
い

（
釦
）
る
。
「
日
本
一
の
代
用
教
員
」
の
月
給
が
八
円
で
あ
り
、
前
借
り
な
し
に
は

食
っ
て
い
け
な
い
生
活
と
、
個
人
的
憎
悪
の
集
中
砲
火
を
浴
び
る
「
村
内
最

高
の
十
八
円
」
の
月
給
を
と
る
校
長
が
学
校
の
宿
直
室
に
一
家
四
人
が
起
居

す
る
生
活
現
実
と
ど
れ
ほ
ど
の
相
違
が
あ
ろ
う
。
啄
木
自
身
に
、
自
己
の
生

活
と
周
囲
と
に
深
い
人
間
的
な
関
心
や
、
そ
の
現
実
が
ど
ん
な
に
醜
悪
に
満

ち
、
絶
望
的
な
様
相
を
示
し
て
い
て
も
見
る
べ
き
も
の
は
ど
こ
ま
で
も
耐
え

つ
つ
直
視
す
る
と
い
う
文
学
精
神
が
底
流
し
て
お
れ
ば
、
こ
の
作
品
は
明
治

社
会
の
貧
困
と
い
う
岩
盤
を
洗
う
歴
史
的
な
意
識
と
合
流
し
、
初
期
自
然
主

義
文
学
の
潮
流
と
も
合
流
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
し
か
し
啄
木
の
処
女
小
説

に
示
さ
れ
た
批
判
精
神
の
本
質
は
、
そ
の
集
約
的
表
現
で
あ
る
校
長
批
判
を

例
に
と
れ
ば
、
校
長
の
俗
物
性
そ
れ
自
身
へ
の
批
判
で
あ
っ
た
。
俗
物
性
の

よ
っ
て
来
た
る
歴
史
的
基
盤
を
洗
い
出
し
て
い
く
方
向
に
で
は
な
く
、
俗
物

性
そ
の
も
の
へ
の
反
逆
で
し
か
な
い
。
俗
物
性
の
よ
っ
て
く
る
と
こ
ろ
の
も

の
を
内
部
か
ら
現
実
に
即
し
て
改
変
し
て
い
こ
う
と
す
る
方
向
性
を
見
失
っ

「
雲
は
天
才
で
あ
る
」
論

』

て
い
る
限
り
、
そ
の
批
判
精
神
の
も
つ
進
歩
性
も
一
定
の
限
界
を
持
た
ざ
る

を
え
な
い
。
俗
物
性
の
内
部
か
ら
そ
れ
を
乗
り
越
え
て
い
こ
う
と
す
る
民
衆

と
同
一
基
盤
に
立
つ
か
に
見
え
な
が
ら
、
本
質
的
に
は
民
衆
と
は
無
縁
の
地

点
に
進
み
出
て
く
る
の
で
あ
る
。

啄
木
か
ら
「
革
命
の
健
児
で
は
な
い
」
と
一
蹴
さ
れ
た
藤
村
は
「
破
戒
」

に
お
い
て
、
部
落
民
丑
松
の
形
象
を
通
し
て
体
制
の
内
側
に
ひ
ざ
ま
づ
き
、

寄
り
添
う
形
で
し
か
生
き
え
な
い
時
代
の
人
間
の
苦
悩
を
表
現
し
、
ま
た
差

別
の
構
造
の
な
か
に
組
み
込
ま
れ
た
人
夜
の
側
に
も
、
ｌ
た
と
え
ば
、
維

新
の
変
遷
に
よ
っ
て
零
落
し
老
残
の
身
を
晒
す
教
員
や
、
秋
の
収
穫
物
を
無

残
に
収
奪
さ
れ
る
小
作
人
な
ど
の
境
涯
に
も
深
い
同
情
の
目
を
注
い
で
い
る

が
、
藤
村
の
こ
う
し
た
人
間
造
型
を
支
え
て
い
る
の
は
日
露
戦
争
な
ど
に
示

さ
れ
た
歴
史
認
識
で
あ
る
。
『
破
戒
』
の
稿
を
続
け
た
当
時
を
回
想
し
て
次

の
よ
窪
フ
に
書
い
て
い
る
。

戦
争
が
長
び
け
ば
長
び
く
ほ
ど
、
私
の
周
囲
に
あ
っ
た
町
の
空
気
は
シ

ー
ン
と
し
た
も
の
と
成
っ
て
行
っ
た
。
（
中
略
）
大
き
な
戦
争
の
影
響
は

私
達
の
日
常
生
活
に
ま
で
深
刻
に
浸
っ
て
来
て
、
そ
れ
を
自
分
の
身
に

ひ
し
ノ
、
と
感
ず
る
や
う
に
成
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
私
は
あ
の
戦
争
の

続
い
た
年
の
冬
に
馬
場
裏
の
草
屋
根
の
下
で
『
破
戒
」
の
稿
を
続
け
た

（
班
）

‐
当
時
の
こ
と
を
忘
れ
か
ね
る
。

民
衆
は
戦
争
の
人
間
的
悲
惨
を
全
的
に
背
負
い
な
が
ら
、
む
し
ろ
そ
れ
を

テ
コ
に
し
て
戦
争
の
狂
熱
を
つ
く
り
出
し
た
支
配
者
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
か

ら
、
息
を
潜
め
な
が
ら
徐
食
に
離
れ
て
い
，
っ
た
や
藤
村
は
民
衆
の
ひ
そ
や
か

な
呼
吸
に
自
ら
の
呼
吸
を
重
ね
な
が
ら
『
破
戒
』
を
産
ん
で
い
っ
た
。

一
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啄
木
は
地
元
新
聞
岩
手
日
報
の
三
十
九
年
元
旦
号
第
一
面
に
長
大
な
評
論

「
古
酒
新
酒
」
を
発
表
す
る
。
啄
木
は
、
日
露
戦
争
の
屈
辱
的
な
戦
勝
が

「
民
族
的
膨
張
力
」
の
未
熟
さ
、
民
族
的
代
表
者
で
あ
る
「
天
才
的
一
大
人

格
者
」
を
生
ま
な
か
っ
た
近
代
日
本
の
崎
型
性
に
原
因
す
る
と
主
張
す
る
。

「
戦
争
の
影
響
」
が
日
常
生
活
に
ま
で
深
刻
」
な
影
を
落
す
民
衆
の
生
活
現

実
に
は
関
心
は
な
い
。
自
ら
は
．
食
一
銭
六
厘
の
軍
用
パ
ン
」
を
食
べ
な

が
ら
、
読
売
、
毎
日
、
万
朝
報
、
岩
手
日
報
の
四
紙
を
購
読
し
、
河
野
広
中

ら
の
兇
徒
輔
聚
事
件
や
、
モ
ロ
ッ
「
一
、
南
洋
の
暴
徒
事
件
な
ど
に
敏
感
に
反

応
す
る
。

文
壇
的
に
は
初
期
自
然
主
義
文
学
が
興
隆
す
る
気
運
の
な
か
で
駅
木
は
自

ら
の
作
家
的
出
発
点
を
生
活
的
Ｉ
民
衆
的
現
実
を
捨
象
し
た
く
観
念
〉
の
場

に
求
め
た
。
「
雲
は
天
才
で
あ
る
」
は
こ
の
よ
う
な
〈
観
念
〉
の
場
に
成
立

し
た
が
、
し
ょ
せ
ん
生
活
的
肉
体
を
持
た
な
い
〈
観
念
〉
は
ま
も
な
く
打
ち

こ
わ
さ
れ
、
風
化
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
後
年
啄
木
が
時
代
の
基
本
的
な
矛
盾

と
激
突
し
、
厳
し
い
思
想
的
、
文
学
的
営
為
へ
と
進
み
出
て
い
く
淵
源
は
、

以
上
述
ぺ
来
た
っ
た
よ
う
な
作
家
的
出
発
の
あ
り
よ
う
の
中
に
す
で
に
胚
胎

し
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
補
注
）

（
１
）
（
２
）
「
作
家
啄
木
」
（
『
石
川
啄
木
』
所
収
）

（
３
）
佐
之
木
理
平
治
宛
明
治
三
十
九
年
七
月
二
十
七
日
付
書
簡

（
４
）
三
十
九
年
二
月
十
五
日
付
書
簡

（
５
）
「
第
三
巻
の
後
に
」
（
『
藤
村
全
集
』
大
正
十
一
年
刊
、
第
三
巻
を
末
）

（
６
）
「
千
曲
川
ス
ケ
ッ
チ
奥
書
」

（
７
）
森
田
米
松
宛
三
十
九
年
四
月
三
日
付
書
簡

〃

年

ざ
》

グ

二
○

（
８
）
鈴
木
三
重
吉
宛
三
十
九
年
十
月
二
十
六
日
付
耆
簡

（
９
）
大
信
田
落
花
宛
三
十
九
年
九
月
二
十
五
日
付
書
簡

（
皿
）
「
啄
木
入
門
」
（
『
明
治
の
作
家
』
所
収
）

（
ｕ
）
「
解
題
」
（
『
啄
木
全
集
』
筑
摩
版
・
第
三
巻
）

（
岨
）
「
『
雲
は
天
才
で
あ
る
』
覚
え
書
き
」
鈴
木
敏
子
（
『
日
本
文
学
』
七
十
四
年

八
月
号
所
収
）

（
喝
）
啄
木
の
ゴ
ー
リ
キ
ー
崇
拝
は
早
く
も
三
十
五
年
七
月
二
十
日
付
、
小
林
茂
雄

宛
書
簡
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
「
ゴ
ル
キ
イ
の
『
鷹
の
歌
』
御
覧
に
な
っ
た
で

し
ょ
ふ
。
あ
の
膳
は
最
高
な
る
人
間
の
典
型
で
あ
る
。
僕
は
敢
て
『
清
い
生

涯
』
と
も
叫
ば
ぬ
。
『
隠
者
の
生
活
』
と
も
云
は
い
。
『
高
い
こ
と
』
之
は
最

も
価
値
あ
る
言
葉
で
あ
る
。
」

大
谷
利
彦
氏
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
啄
木
の
諸
文
中
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
外
国

文
学
者
名
の
頻
度
は
第
一
位
ニ
イ
チ
エ
（
四
十
一
）
、
、
コ
ー
リ
キ
ー
は
第
二
位

（
三
十
九
）
を
占
め
て
い
る
。
（
『
啄
木
の
西
洋
と
日
本
』
）

（
皿
）
（
皿
）
と
同
じ
。
な
お
久
保
田
正
文
氏
な
ど
も
「
前
半
の
代
用
教
員
新
田
耕
助

と
校
長
と
の
対
立
を
描
い
た
部
分
と
、
後
半
の
イ
ン
テ
リ
浮
浪
者
と
で
も
い
う

、
へ
き
石
本
俊
吉
を
造
型
し
た
部
分
と
が
二
元
的
に
分
裂
」
し
て
い
る
と
述
、
へ
て

い
る
。
（
『
啄
木
小
説
集
』
・
春
秋
社
版
・
解
説
）

（
妬
）
『
岩
手
県
災
異
年
表
』
中
央
気
象
台
盛
岡
支
台
刊

（
妬
）
『
岩
手
県
勢
要
覧
』
大
正
四
年
刊

（
Ⅳ
）
三
十
九
年
三
月
十
二
日
付
日
記

（
超
）
太
田
駒
吉
宛
三
十
九
年
四
月
二
十
三
日
付
書
簡

（
四
）
「
雪
の
凶
作
地
」
特
派
員
楚
人
冠
（
大
阪
朝
日
新
聞
・
三
十
九
年
二
月
十
日
付
）

（
鋤
）
明
治
二
十
三
年
制
定
の
小
学
校
令
に
よ
る
と
「
児
童
満
六
歳
ヨ
リ
満
十
四
歳

一
一
至
ル
八
箇
年
ヲ
以
テ
学
齢
ト
ス
」
と
あ
り
、
四
十
年
ま
で
こ
の
規
定
で
実
施

さ
れ
る
。

（
型
）
（
５
）
と
同
じ
。

心

。
Ｆ
〕


